
題材構造図「Ｄ１ 情報の技術」 
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①情報提供・情報処理システム調べ 
情報通信ネットワークを利用し提供

されている様々なサービスについて調
査する中で，技術の見方・考え方に気付
くことができる。 
【社会からの要求】【システム】【経済性】
【情報の倫理やセキュリティ】（１）イ 

 

 

題材 「校内チャットシステムを開発しよう！」（全１７時間） 

 

＜学習後の生徒の意識＞ 

・身近に利用しているWeb ページや SNS などの双方向性のあるコンテンツの仕組みを理解し，適切にプログラ 
ムを作成することができた。 
・作成した校内チャットシステムを評価し，改善及び修正方法を考えて，より便利なシステムを考えていくことがで 
きた。 
・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，ネットワークシステムを活用していきたい。 

②コンピュータの仕組み 
コンピュータと人間を比較し，コンピュータ

を構成する主要な装置と５つの機能について説
明できる。【システム】（１）ア 

貫く課題 

③情報のデジタル化 
２進数による情報の表現やコンピュータの記

録・計算等の情報処理の科学的な原理・法則に
ついて説明できる。【システム】（１）ア 

④様々な情報のデジタル化 
様々なアナログ情報の特性を踏まえ

てデジタル情報で表現することや，情報
の表現方法に込められた工夫に気付く
ことができる。 
【社会からの要求】【システム】（１）イ 

 

⑥情報モラル 
情報端末や情報通信ネットワークの

メリットやデメリットについて調べ，生
活に潜む情報モラルの問題について，解
決策を考えることができる。【社会から
の要求】【情報の倫理やセキュリティ】
（１）イ 

 

 

⑬⑭プログラムの改善と修正１２ 
社会からの要求，安全性，経済性など

の観点から比較・検討した上で最適な問
題解決の案を具体化し，デバックでき
る。【社会からの要求】【システム】【経
済性】【情報の倫理やセキュリティ】（２）
イ 

 

⑯チャットシステムの評価・活用 
自分たちが作成したプログラムを相

互に評価して，新たな改善の余地に気付
き，改善及び修正を考えることができ
る。【社会からの要求】【システム】【経
済性】【情報の倫理やセキュリティ】（２）
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⑪分岐のプログラム 
分岐処理を用いることによる節電等の利点を

知り，「分岐処理」を含んだプログラムの制作が
できる。【システム】【経済性】（２）ア 

 

⑫ネットワークを利用したプログラム 
双方向性のあるコンテンツの作成の方法を理

解し，安全・適切なプログラムの制作，動作の
確認ができる。【システム】（２）ア 

 

進んで情報の技

術と関わり，自分
の生活と関連づ
けて考えようと

している。 

⑰制作過程の評価・改善 
情報に関する技術の発達の過程と今

後の研究開発について知ることを通し
て，より豊か生活を創造するための情報
の技術について考えることができる【社
会からの要求】（４）イ 
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自分なりの新し

い考え方や捉え
方により解決策
を構想しようと

することができ
る。 

利用者や利用場

面を想定しなが
ら，自分なりの
新しい考え方や

捉え方により解
決策を構想しよ
うとすることが

できる。 

自らの問題解決
とその過程を振
り返り，よりよい

ものとなるよう
に改善修正しよ
うとすることが

できる。 

⑮生活に生きるプログラムの制作 
自分たちが考えたチャットシステムを試行錯

誤しながらプログラムすることで，技術の概念
を説明できる。【システム】（４）ア 

 

よりよい生活
や持続可能な
社会の構築に

向けて，情報の
技術を工夫し，
想像していこ

うとすること
ができる。 

⑤情報通信ネットワークの仕組み 
情報通信ネットワークを利用するには，ルー

タやサーバなどに接続し，TCP/IP などの共通の
規約が必要なことを説明できる。【社会からの要
求】【システム】（１）ア 

⑦情報セキュリティ 
情報セキュリティに関わる基礎的な技術の仕

組みを説明できる。【社会からの要求】【情報の
倫理やセキュリティ】（１）ア 

⑧プログラムの役割 
プログラムを用いることで処理の自動化がで

きる等のプログラムの役割や重要性を説明でき
る。【システム】（２）ア 

 

 
⑩順次・反復のプログラム 

Scratch1.4 の基本的な操作方法を知り，「順
次処理」「反復処理」を含んだプログラムの制作
を通して理解できる。【システム】【経済性】（２）
ア 

⑨ネットワークシステムの構想 
提示されたネットワークを利用した

双方向性のあるコンテンツから，問題を
見出し，課題を設定できる。【社会から
の要求】【システム】【経済性】【情報の
倫理やセキュリティ】（２）イ 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 


